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月夜に 七 人の子 供が 歩いて おりました。 

大きい 子供 も 小さい 子供 もま じってお りました。 

月 は、 上から 照らして おりました。 子供た ちの 影 は 

短 かく 地べたに うつりました。 

子供た ち はじ ぶんじ ぶんの 影 を 見て、 ずいぶん 大頭 

で、 足が 短い な あと 思いました。 

そこで、 おかしく なって、 笑い出す 子 も ありました- 

あまり かっこうが よくない ので 二、 三 歩 はしって 見る 

子 も ありました。 



駄を おろす と 狐 がっくと いう だに」 

子供た ち はび つくりして お婆さんの 顔 を 見ました。 

-っそ 

「噓 だい、 そんな こと」 

と やが て 義則 君が いいました。 

「迷信 だ」 

とほかの 一 人が いいました。 

それでも 子供た ちの 顔に は 何 か 心配な 色が ただよつ 

ていました。 

「ようし、 そい じ や、 小母さんが まじないして やろう」 

と、 下駄屋の 小母さんが 口軽く いいました。 

小母さん は、 マッチ を 一本す る まねして、 文 六ち や 



すると とつぜん、 パク ッと 人形が 口 を あき ぺロッ と 

舌 を 出し、 あっとい うまに、 もとの ように 口 をと じて 

しまいました。 まっかな 口の 中でした。 

これ も、 うしろで 糸 を ひく 人が やった ことです。 子 

供た ち はよ く 知っている のです。 ひるまなら、 子供た 

ち は 面白がって、 ゲ ラゲ ラ 笑う のです。 

けれど 子供た ち は、 いま は 笑いませんでした。 

ちょ-つちん 

提灯 の 光の 中で、 —— 影の 多い 光の 中で、 まるで 生き 

ている 人間の ように、 まばたきしたり、 ぺロッ と 舌 を 

出したり する 人形 …… 何とい うぶき みなもの でしょう- 

—— 子供た ち は 思い出しました、 文 六 ちゃんの 新し 



てし まっている かもしれ ない わけ だ。 

おなじ 月夜で、 おなじ 野中の 道で は、 誰でもお なじ 

ような こと を 考える ものです。 そこで みんなの 足 はし 

ぜんに はやくな りました。 

ぐるり を 低い 桃の 木で とりまかれた 池の そばへ、 道 

が 来たと きでした。 子供た ちの 中で 誰かが、 

「n ン」 

と 小さい 咳 をし ました。 

ひっそりして 歩いて いると きな ので、 みんな は、 そ 

の 小さい 音で さえ、 聞きお とす わけに は ゆきませんで 

した。 



そこで 子供た ち は、 今の 咳 は 誰が した か、 こっそり 

調べました。 すると —— 文 六 ちゃんが したと いう こと 

がわ かりました。 

文 六 ちゃんが コンと 咳 をした！ それなら、 この 咳 

に はとく ベ つの 意味が あるので はない かと 子供た ち は 

考えました。 よく 考えて 見る とそれ は 咳ではなかった 

ようでした。 狐の 鳴 声の ようでした。 

「n ン」 

とまた 文 六 ちゃんが いいました。 

文 六ち やん は 狐に な つ て しまったと 子供た ち は 思い 

ました。 わたしたちの 中には 狐が 一匹 はいって いると、 



ん坊 だからです。 文 六 ちゃんのお 母さんが、 よく、 蜜 

柑ゃ お菓子 を みんなに くれて、 文 六 ちゃんと 遊んで 

やってくれ とたの みに 来る からです。 今晚 も、 お 祭に 

ゆく ときには、 その 門口まで、 文 六ち やん を 迎えに 行つ 

て やった のでした。 

さて みんな は、 とうとう、 水車のと ころに 来ました- 

水車の 横から 細い 道が わかれて 草の 中 を 下へ おりて ゆ 

きます。 それが 文 六 ちゃんの 家に ゆく 道です。 

ところが、 今夜 は 誰も、 文 六 ちゃんの こと を 忘れて 

しまった かの ように、 送って ゆこうと する ものが あり 

ません。 忘れた どころ ではありません、 文 六 ちゃんが 



義則 君なん か 文 六 ちゃんより 四 年 級 も 上 だけれ ど 親 

切な 子で、 いつもなら、 文 六 ちゃんが 寒そう にして い 

ると、 洋服の 上に 着て いる 羽織 をぬ いで かして くれた 

ものでした (§ 舎の 少年 は 寒い 時、 洋服の 上に 羽織 を 

着て います)。 それ だのに、 今夜 は、 文 六 ちゃんが、 い 

くら 咳 をして いても 羽織 を 貸して やろうと はいい ませ 

ん でした。 

まき いけがき 

文 六 ちゃんの 屋敷の 外囲いに なって いる 模の 生垣の 

ところに 来ました。 背戸 口の 方の 小さい 木戸 を あけて 

中にはい りながら、 文 六ち やん は、 じぶんの 小さい 

かげぼうし 

影法師 を 見て ふと、 ある 心配 を 感じました。 



「深い 洞穴の 中にはい つて 三人で 小さくな つて いれば 

見つからな いよ」 

えさ 

「でも、 雪が 降る と 餌が なくなる でしよう。 餌 を 拾い 

に 出た とき 猫師の 犬に 見つかつ たら どうしょう」 

「そしたら、 い つ しょう けんめい 走って 逃げましょう」 

「でも、 父ち やん や 母ち やん は 速いで いいけ ど、 僕 は 

子供の 狐 だ もん、 おくれて しまう もん」 

「父 ちゃんと 母 ちゃんが 両方から 手 を ひっぱつ てあげ 

るよ」 

「そんな こと をして るう ちに、 犬が すぐう しろに 来た 

ら 7 I 



きました、 そして 文 六 ちゃんが はねとばした、 小さい 

まくら- 

枕 を 拾って、 あたまの 下に あてがって やりました。 
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